
アカウントロールに非依存な教師向け学習ダッシュボードの検証と改善 
 

船木麗央*1・尾崎拓郎*2 
Email: j239702@ex.osaka-kyoiku.ac.jp 

*1: 大阪教育大学大学院 教育学研究科 

*2: 大阪教育大学 みらいICT先導センター 

◎Key Words 学習ダッシュボード，教育学習支援，LMS 

 

1. はじめに 

2019年に文部科学省により掲げられたGIGAスクール

構想に伴い，多くの教育機関において様々な学習管理シ

ステムが利用されている(1)。2021年2月にMM総研によ

り行われたGIGA スクール構想実現に向けた ICT 環境整

備調査では，初等中等教育機関においてGoogle Workspace 

for Educationの普及率が高く，一定の需要があることが窺

える(2)。Google Workspace for Educationにおける学習管理

システムであるGoogle Classroom（以下，Classroom と記

す）は，学習管理システムの利用経験がない教師であって

も容易に利用可能であり，使いやすさを重視したサービ

スとなっている。しかし，そのためにClassroomの標準機

能における教師アカウントでは，学習者の活動ログ等に

よる学習状況を把握することが困難である。 

筆者らはこれまで，学習管理システムとして利用され

ているClassroomにおいて，教師アカウントのみで学習者

の課題取り組み状況を閲覧可能な教師向け学習ダッシュ

ボード開発の検討について報告している(3)。教師アカウン

トでは，Classroomにおいて学習者の課題提出状況は確認

できるものの，それらの情報を一元化して俯瞰すること

は困難である。これまでで試作した教師向け学習ダッシ

ュボード（以下，試作ダッシュボードと記す）では，学習

者の課題提出状況を柔軟に切り替えて把握できる表やグ

ラフを表示させた。これにより，Classroomのみでは容易

に閲覧できなかった詳細な提出状況を俯瞰することが可

能となった。さらに，管理者においては，ログデータに対

するセキュリティの考慮も不要であるという効果も得ら

れた。しかし，試作ダッシュボードの有用性については未

評価であった。そこで，本稿では試作ダッシュボードの改

善と，試作ダッシュボードの試用による評価について報

告する。  

2. 研究背景 

本章では，研究背景について述べる。 

2.1 関連研究 

森本らは，学習支援システムの一つであるMoodle を対

象とした教員向けダッシュボードにおける xAPI 利用の

検討を行った(4)。Moodle を用いた授業の学習履歴データ

をxAPIで表現する手法を設計し，教員を対象としたダッ

シュボードを構築した。しかし，作成されたダッシュボー

ドにおいて教員は自身の所属コースの学習履歴データの

みを使用するものとなっており，複数コースの学習履歴

データを俯瞰した利用については言及されていない。 

2.2 研究目的 

本稿では Classroom におけるアカウントロールに非依

存な教師向け学習ダッシュボード開発の提案を行う。こ

の教師向け学習ダッシュボードにより，教師が学習者の

課題取り組み状況を詳細かつ即座に把握することで，学

習者への適切な指導及び教師の指導改善に役立てられる

ことを目的とする。 

2.3 研究経過 

筆者らは，Classroomにおける学習者の活動ログを管理

コンソールから取得し，BigQueryとLooker Studioを用い

た教師向け学習ダッシュボード開発の検討について報告

を行った(3)。教師向け学習ダッシュボードを作成するにあ

たり，期待する効果を表 1に示す。以下，表 1(b)におけ

る「教師の関係するクラス」とは，教師の教科担当クラス

及びその他学級担任などの役割で関わるクラスを指す。

結果として，試作ダッシュボードでは，表 1 における期

待する効果を得られた。 

表 1 教師向け学習ダッシュボードに期待する効果 

(a) 管理者はパーミッション付与の操作が不要 

(b) 教師の関係するクラスの情報を俯瞰して閲覧可能 

(c) クラスや学習者を切り替えて表示可能 

(d) 学習者の課題提出状況を瞬時に把握可能 

(e) 課題に対する取り組み状況を把握可能 

2.4 これまでの研究成果から得た課題 

筆者らの試作ダッシュボードでは期待する効果が得ら

れたものの，表 1の(d)，(e)において不十分な点が多数存

在した。よって，より詳細に学習者の課題提出状況を把握

するために，試作ダッシュボードの改善が必要であった。

また，試作ダッシュボードの有用性については未評価で

あったため，実際の授業での試用による評価が必要な状

況である。 

3. 提案システム-教師向け学習ダッシュボード 

本章では，提案システムである教師向け学習ダッシュ

ボード（以下，提案ダッシュボードと記す）の作成方法や

その特徴について述べる。 

3.1 全体構造 

提案システムにおける具体的なログデータの流れを図 

1に示す。 

 
図 1 提案システムにおけるログデータの流れ 



提案システムはGoogleの管理コンソール，Google Apps 

Script（以下，GASと記す），BigQuery及びLooker Studio

を用いて提案ダッシュボードを作成するものである。

Googleの管理コンソールは，管理者のみが使用でき，「す

べてのGoogle Workspaceサービスを管理できる(5)」ツール

である。GAS は，「Google が開発及び提供しているアプ

リケーションを開発するためのプラットフォーム(6)」であ

る。BigQuery は，大規模なデータを迅速かつ効率的に管

理，分析を行うことができるツールである。本来は従量課

金制であるが，今回はあくまでダッシュボードにおける

データの表示方法に焦点を当てるため，データ使用料や

テーブルの有効期限などに制限がある無料プランを利用

した。Looker Studioは，データの可視化を行うサービスで

あり，BigQuery と連携して扱うデータをダッシュボード

やレポートに可視化できる。 

データの取得方法として，管理コンソールから取得す

る方法及び，Classroom APIを使用して取得する方法の二

つの方法を用いた。管理コンソールにおけるClassroomロ

グとして取得されるデータは，学習者の提出履歴やコメ

ント履歴，教員の課題投稿履歴といった，学習者または教

師がなんらかの活動を行った履歴である。しかし，

ClassroomでGoogleフォームによる課題を提示した場合，

その提出ログは管理コンソールには記録されない。これ

は，ClassroomとGoogleフォームが異なるツールであり，

連動していないためと考えられる。そのため，Classroom

ログを管理コンソールから取得し， Googleフォームによ

る課題の記録をClassroom APIとGASを用いて補完した。 

次に，BigQueryでは管理コンソールとClassroom APIを

用いて取得したデータの整理を行った。本稿では，

BigQuery の無料プランを使用しており機能に制限がかか

るため，手動でログを取得した。BigQuery 内でのデータ

整理内容を表2に示す。 

表2 BigQuery内でのデータ整理内容 

操作 目的 

データの置換 提示情報の簡素化 

テーブルの結合 不足分のClassroomログの補完 

未提出者情報の追加 

最新データの抽出 課題名変更の対応 

再提出のカウント 

Looker Studio では，BigQuery において整理したデータ

をグラフや表を用いて可視化した提案ダッシュボードを

作成した。教師にダッシュボードを配布する際，管理者が

パーミッションを付与する必要がないようにメールアド

レスによるフィルタを行った。これは，閲覧者のメールア

ドレスを使って閲覧者に表示されるデータをフィルタす

ることができる機能である。これにより，各教師アカウン

トのアドレスに従って提案ダッシュボードの表示がフィ

ルタされるため，各教師が関連するクラスのデータのみ

を閲覧することが可能となった。 

3.2 提案ダッシュボードの特徴 

作成した提案ダッシュボードを図 2 に，提案ダッシュ

ボードにおける要素と特徴を表3に示す。 

 

 
図 2 提案ダッシュボード 



表3提案ダッシュボードにおける要素と特徴 

要素 特徴 

(a) フィルタ 期間・曜日・クラス・課題名・
学習者を選択して表示の切り
替え 

(b) 課題提出数の
表 

各学習者・各クラスにおける課
題の提出数を切り替えて閲覧 

課題における各提出ステータ
スの人数を確認 

(c) 各課題におけ
る提出状況の
グラフ 

各課題における提出数・提出ス
テータスを視覚的に確認 

(d) 各課題におけ
る提出数の推
移グラフ 

学習者全体の課題に対する取
り組み状況を確認 

提案ダッシュボードの全体的な特徴として三点挙げる。

一つ目は，教師は各教師に関連するデータのみを閲覧可

能であり，管理者は各教師に対して個別にパーミッショ

ンを付与する必要がない点である。二つ目は，教師アカウ

ントでアカウントロールに依存せず，容易に全クラスに

おける学習者の提出状況を俯瞰可能な点である。三つ目

は，閲覧者である教師の需要に応じて，クラス及び学習者，

課題，期間等の表示を切り替え可能な点である。 

また，ダッシュボード内のグラフや表の特徴として，各

学習者の提出状況やクラス全体における提出状況を確認

可能であること，クラス全体の課題への取り組み状況，進

捗状況，提出傾向を確認可能なことが挙げられる。 

4. 提案ダッシュボードの検証 

本章では，提案ダッシュボードの検証について述べる。 

4.1 実際のクラスにおける活動ログ収集とダッシュ

ボード閲覧の試用 

提案ダッシュボードにおける有用性の評価のために授

業での試用を実施した。試用の対象としたクラスは，学部

1年生向けの授業であり，平時からClassroomとは異なる

全学で利用している学習支援システムを利用して課題提

出を行っている。今回は検証のために，検証用の Google

アカウントを別途準備・配布し，受講生に対して検証用

Classroom のクラスを用いて課題提出を行うように案内

をした。なお，授業課題は通常の学習支援システムでの提

出を主としており，検証用Classroomのクラスに設置した

課題提出箱への提出は受講生各自の判断に委ねた。実際

のクラスにおける活動ログ収集とダッシュボード閲覧の

試用環境を表 4に示す。 

表 4 実際のクラスにおける活動ログ収集と 

ダッシュボード閲覧の試用環境 

対象者 学部1年生 

期間 2024/01/23～2024/02/06（3週間） 

教師人数 1人 

学習者人数 10人 

課題数 1週目：2 

2週目：2 

3週目：1 

課題の提出期限 1週間 

この試用をもとに，提案ダッシュボードの正当性，効果

について検証する。具体的には，正当性の評価として3.2

節において示した「教師は各教師に関連するデータのみ

を閲覧可能である点」「教師アカウントで容易に提出状況

を俯瞰可能である点」「閲覧者である教師の需要に応じて，

クラス及び学習者，課題，期間等の表示を切り替え可能で

ある点」といった，提案ダッシュボードの三つの特徴を満

たしていることを検証する。効果としては，提案ダッシュ

ボードを用いることで，Classroom既存の機能だけでは即

時に管理することが困難であったクラス全体の学習者の

課題提出状況を詳細かつ効率的な管理が可能となること

を明らかにする。また，クラスの学習者全体の課題提出時

間と提出人数から，学習者の課題への取り組み方及びそ

の傾向を俯瞰できることを目指す。 

試用により取得したデータは表 2 において示した

BigQuery による処理を行い，Looker Studio を用いて作成

済みの提案ダッシュボードに表示させる。 

4.2 正当性の評価 

提案ダッシュボードの試用により検証できた正当性に

ついて述べる。 

教師アカウントを，今回の検証用Classroomのクラスに

関連する教師 A と，検証用 Classroom のクラスとは関連

しない教師 B として準備した。各クラスと担当教師の一

覧について表 5 に示す。ここで，授業で使用したクラス

を検証用クラスとし、データ取得のために筆者が個別に

学習者及び教師アカウントを操作したクラスをテストク

ラスとする。 

表 5 各クラスと担当教師 

クラス名 担当教師 

検証クラス1 教師A 

テストクラス1 教師B 

テストクラス2 教師A及び教師B 

各教師アカウントで提案ダッシュボードを閲覧した際

に表示されるクラスを確認した。教師A及び教師Bのそ

れぞれが提案ダッシュボードで選択できるクラスフィル

タの表示を図 3に示す。図からそれぞれ表 5に示した担

当するクラス名のみが表示されていることがわかる。授

業で使用した「検証用クラス1」は，教師Aが担当するク

ラスであるため，担当ではない教師 B のアカウントには

表示されず，教師A のアカウントではダッシュボード上

で選択可能となっている。 

 
図 3 提案ダッシュボードにおいて教師A及び教師Bが

選択可能なクラスフィルタ 

これにより，各教師は関連するデータのみを閲覧可能

であり，管理者によるパーミッション付与の操作が不要

であることを検証できた。 

また，各課題に対する課題提出者，未提出者の人数，各

課題の提出ステータス，各学習者の課題提出数，未提出数

を俯瞰することができた。よって，提案ダッシュボードの

特徴として挙げられている教師アカウントでアカウント

ロールに依存せず，容易に提出状況を俯瞰可能な点を満

たしていることが検証できた。 

さらに，フィルタ機能により，教師は期間及び課題名，

学習者の名前等を選択してより柔軟に提案ダッシュボー



ドを表示させることができた。フィルタ機能の「課題名」

を二つ選択した場合における表 3(c)各課題の提出状況の

グラフを図 4 に示す。選択した二つの課題のみがグラフ

として表示されていることがわかる。 

 
図 4 フィルタをかけた提出状況のグラフ 

（左：課題フィルタ 右：各課題における提出状況） 

これにより，教師は提案ダッシュボードの特徴の三つ

目として挙げられている教師の需要に応じて表示を切り

替え可能という点も満たされていることが検証できた。

したがって，3.2節において挙げられた三点の提案ダッシ

ュボードの特徴をすべて満たしていることが検証できた。 

4.3 得られた効果 

提案ダッシュボードの検証により得られた効果につい

て述べる。 

教師は通常 Classroom で学習者の課題提出状況を確認

できるものの，それぞれの課題のページに移動する必要

がある。担当しているクラスが複数である場合は，各クラ

スのページに移動して確認する必要がある。そのため，

Classroom で教師の担当する全クラスにおける全課題の

提出状況を把握することは，多数のページ遷移を必要と

する作業である。また，教師が確認可能な提出状況は，学

習者の提出ステータスのみであるため，詳細な提出時間

などを把握することは困難である。 

提案ダッシュボードを用いることにより，担当する全

クラスにおける学習者の課題提出状況を一元管理するこ

とが可能となった。また，一つの提案ダッシュボード上に

担当するクラスに関するすべてのデータを表示すること

で，教師はClassroomのページを往来する必要がなくなっ

た。さらに，フィルタ機能を活用することで，教師の需要

に応じて閲覧したいクラス，学習者，期間などを即時に切

り替えることができ，Classroomよりも効率的に学習者の

提出状況を管理することが可能となった。加えて，教師ア

カウントでは容易に確認できなかった学習者の課題提出

時間をグラフで俯瞰することができるようになり，教師

は学習者の課題に対する取り組み方，その傾向を確認す

ることが可能となった。 

したがって，教師は提案ダッシュボードを使用するこ

とで，より効率的に学習者の提出状況，学習者の課題の提

出傾向を把握することができた。 

5. 考察 

提案ダッシュボードを用いることで，Classroomにおい

て教師は学習者の提出状況をより効率的に一元管理する

ことが可能となった。さらに，教師アカウントでは得られ

なかった学習者の課題の提出傾向を把握することができ

た。検証により，表 1 に示した期待する効果は充分に満

たされていると考えられる。 

提案ダッシュボードを用いることで，学習者の課題提

出状況の効率的な一元管理が可能であることから，管理

に要する時間が節約され，教師はその他の教育活動に集

中することができるようになると考えられる。さらに，学

習者の提出状況を即時に確認できることから，教師は学

習者へ迅速なフォローアップを行うことができると考え

られる。具体的には，未提出課題の多い学習者や全体的に

課題の提出が遅い学習者に対して，提出を促したり，課題

の進捗状況を聞いたり，個別に指導を行ったりすること

ができるようになると考えられる。また，クラス全体の課

題への取り組み方，進捗状況から，学習者の課題への理解

度を把握し，これにより，教師の指導方法の改善に活用で

きると考えられる。 

なお，本稿における提案ダッシュボードは，各ツールに

おける操作を手動で行っている。そのため，今後は実用化

に向けて自動化する準備を行う必要がある。 

6. おわりに 

本稿では，Classroom ログを用いた教師向け学習ダッシ

ュボードを作成し，授業試用による検証を行った。 

教師は担当する全クラスにおける学習者の課題提出状

況を一元的に管理することが可能となった。これにより，

提案ダッシュボードの特徴として挙げられていた「各教

師の関連するデータのみを閲覧可能であり，管理者はパ

ーミッション付与の操作が不要である点」「教師アカウン

トでアカウントロールに依存せず，容易に提出状況を俯

瞰可能な点」「教師の需要に応じてクラス及び学習者，期

間を選択し，ダッシュボードの表示を切り替え可能な点」

の三点が満たされていることが確認できた。さらに，一元

管理することによって，Classroomのページを往来する必

要がないため，より効率的に関連するクラス，学習者の課

題提出状況を把握できることが確認できた。 

この結果から，教師は課題の提出状況が芳しくない学

習者に対して，即時に適切なサポートを行うことができ

ると考えられる。また，クラス全体の提出傾向から学習者

の理解度を把握し，教師の指導方法の調整を行うなど，よ

り効果的な支援ができると考えられる。 

本稿における提案システムは，ログの取得や BigQuery

による処理を手動で行いLooker Studioに表示させている。

実用化に向けた課題として，ダッシュボードが自動的に

最新の情報に更新される必要があるということが挙げら

れる。そのため，今後BigQueryを有料に切り替えて提案

システムを自動化し，再度授業で扱うことでシステム全

体の有用性について評価を行っていく。 
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